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世界は子どもに対する道徳的、法
的責任への誓いを新たにしなけれ
ばならない。10億人の子どもたち
が貧困の中で、紛争下の国々で、
あるいはHIV／エイズに苛まれた
コミュニティで暮らし、子ども時
代を奪われている。
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子ども時代 ■ 世界の子どもの人口：22億人 ■ 開発途上国の子どもの人数：19億人
■ 貧困下で暮らす子どもの人数：10億人（子ども2人に1人）■ 地域別の18歳未満人
口：3億4,000万人（サハラ以南のアフリカ）；1億5,300万人（中東・北アフリカ）；
5億8,500万人（南アジア）；5億9,400万人（東アジア・太平洋）；1億9,700万人（ラ
テンアメリカ・カリブ海）；1億800万人（中欧・東欧／独立国家共同体＝CEE/CIS）
■ 住居・水・保健ケア ■ 開発途上国の子ども6億4,000万人には十分な住居がない
（3人に1人）■4億人は安全な水にアクセスできない（5人に1人）■2億7,000万人は保
健サービスにアクセスできない（7人に1人）■ 教育・コミュニケーション・情報 ■
学齢期の子ども1億2,100万人以上が学校に通っておらず、その過半数は女子である ■

100人あたりの電話機台数：162台（スウェーデン）；
158台（ノルウェー）；4台（南アジア）■ 100人あた
りのインターネット・ユーザー数：65人（アイスラン
ド）；58人（リヒテンシュタイン）；57人（スウェー

デン）；55人（韓国・米国）；51人（カナダ、デンマーク、フィンランド、オラン
ダ）；2人（南アジア）■ 生存 ■ フランス・ドイツ・ギリシャ・イタリアの5歳未満
児総数：1,060万人 ■5歳未満で死亡した子どもの世界合計（2003年）：1,060万人
（そのほとんどは予防可能であった）■5歳未満で死亡する子どもの1日あたり人数
（世界合計）：2万9,158人 ■ 安全な水と十分な衛生設備にアクセスできないために死
亡する子どもの人数：3,900人（1日あたり）；140万人（年間）■ 子どもが5歳未満
で死亡する確率がもっとも高い国10カ国（降順）：シエラレオネ、ニジェール、アン
ゴラ、アフガニスタン、リベリア、ソマリア、マリ、ブルキナファソ、コンゴ民主共
和国、ギニアビサウ ■ 予防接種 ■3種混合ワクチンの接種を受ける乳幼児の割合：
76％ ■ 予防接種を受ける乳幼児の年間人数：1億人 ■ 定期予防接種によって生命を
救えたはずの子どもの人数（年間）：220万人 ■ 栄養不良 ■ 低出生体重児の割合：
32％（イエメン）；31％（スーダン）；30％（バングラデシュ）；30％（インド）；
4％（スウェーデン）■ 中度・重度低体重児（5歳未満）の割合：29％（サハラ以南
のアフリカ）；14％（中東・北アフリカ）；46％（南アジア）；17％（東アジア・太
平洋）；7％（ラテンアメリカ・カリブ海）；6％（CEE/CIS）■ 重度低体重児（5歳
未満）の割合：8％（サハラ以南のアフリカ）；2％（中東・北アフリカ）；16％（南
アジア）；3％（東アジア・太平洋）；1％（ラテンアメリカ・カリブ海）；1％
（CEE/CIS）■ 平均余命 ■ 2003年に日本で生まれた子どもの平均余命：82歳；日本
で5歳になる前に死亡した子どもの人数：5,000人 ■ 2003年にザンビアで生まれた子
どもの平均余命：33歳；ザンビアで5歳になる前に死亡した子どもの人数：8万2,000
人 ■ 平均余命の世界平均は過去30年間で7歳延びた（56歳から63歳）■ 中東・北ア
フリカにおける1970年以降の平均余命の延び：16歳 ■ 1970年以降平均余命が短くな
ったアフリカ諸国の数：18カ国 ■ HIV／エイズ ■ 15～49歳の年齢層におけるHIV陽
性の人々の割合：37.3％（ボツワナ）；38.8％（スワジランド）■ HIV／エイズで親
を失った子どもの世界合計：1,500万人；ドイツの子ども人口：1,520万人；英国の子
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ども人口：1,320万人 ■ HIV陽性の子ども（14歳未満）の推定人数〈サハラ以南のア
フリカ〉：190万人；スペインの5歳未満児人口：190万人 ■ 新規HIV感染者総数
（2003年）：500万人；うち25歳未満の感染者数：250万人以上 ■ HIV／エイズととも
に生きている人々の世界総数：3,800万人；うち15～24歳の年齢層の人数：1,000万人
以上；このうち、女性の人数：620万人 ■ HIV／エイズの治療コスト ■ モザンビー
クでHIVに感染した成人の割合：12％ ■ ジェネリック抗レトロウィルス治療薬の年間
最低費用：約300ドル ■ モザンビークの1人あたり年間所得：210ドル ■ 抗レトロウ
ィルス治療が必要であるにも関わらず受けられない開発途上国の人々の割合：93％ ■
紛争 ■ 1990～2003年に発生した大規模な武力紛争件数：59件；そのうち国家間の戦
争をともなった紛争の件数：4件 ■ 世界の最貧国20カ国のうち過去15年間に大規模な
内戦を経験した国の数：16カ国 ■ 1990年以降に紛争で死亡した子どもの推定人数：
160万人 ■「典型的」な5年間の紛争における5歳未満児死亡率の上昇率（推定）：
13％ ■ 紛争や人権侵害によって家を離れることを余儀なくされた子どもの人数は米
国の5歳未満児人口に匹敵する：2,000万人 ■ ルワンダで90日間に死亡した子どもの
人数（1994年）：30万人；2003年にカナダで生まれた子どもの人数：31万9,000人 ■
過去20年の間にイラクの子どもたちが武力紛争に巻きこまれた回数：3回（イラクの
人口のほぼ半数は18歳未満）■ イラクが国連の包括的制裁下に置かれた年数：12年
■ 主にクラスター爆弾および内緒で廃棄された弾薬との関連で危険と判断される場所
の推定数（バクダッド）：800カ所 ■ イラクの初等学校総数：1万4,000校；十分な上
下水設備を持たないイラクの学校数：7,000校；安全な水が供給されないイラクの学
校数：3,700校 ■ イラクの初等学校相当年齢の子どもに基礎学用品を提供するための
費用：1人あたり5ドル ■ イラクの中等学校における女子の総就学率の対男子比：
62％；世界平均：92％ ■ 保護を奪う虐待 ■ 毎年人身
取引の対象とされる子どもの人数はオーストラリアの5
歳未満児の人口に匹敵し（120万人）、数十億ドル規模
の商業目的の性産業で性的搾取の対象とされる子ども
の人数はベルギーの子ども人口に匹敵する：200万人 ■ 世界にその意志があれば、貧
困・紛争・HIV／エイズに終止符を打つことができる ■ ミレニアム開発目標の数：8
項目；子どもに関連する目標の数：8項目 ■ ミレニアム開発目標を2015年までに達成
するために必要とされる追加費用の推定額：年間400～700億ドル；世界の軍事支出合
計（2003年）：9,560億ドル ■ＯＥＣＤ開発援助委員会の構成国数：22カ国；国連が
勧告する政府開発援助の対国内総所得比：0.7％；2002年にこの目標を達成した、ま
たは超過した国の数：5カ国 ■ 子どもの権利条約の批准国総数：192カ国；未批准国
数：2カ国 ■ 武力紛争への子どもの関与に関する子どもの権利条約の選択議定書の批
准国数：82カ国 ■ 子どもの売買、子ども買春および子どもポルノグラフィーに関す
る子どもの権利条約選択議定書の批准国数：83カ国
＊統計表１～10（103～145ページ）、および第２～４章参照。
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「すべての子どもの権利実現に

近づいたとき、各国は初めて

発展と平和を目指した目標に

近づくことができる」

コフィ・Ａ・アナン
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まえがき

21世紀によりよい世界を築くための青写真として、2000年にすべての
国によって採択された「ミレニアム宣言」は、画期的な文書だった。そ
れは、共通の価値観によって団結し、平和を達成するため、そしてすべ
ての男女・子どもに人間らしい生活水準を保障するために奮闘する世界
になってほしいという国際社会の願いを盛り込んでいた。このような世
界では、子ども時代は私たち全員が実現したいと願う理想的な位置を占
めている――それは、すべての子どもが健康であり、危害から守られる
とともに、子どもがその可能性を十分に開花しつつ成長することができ
るよう、愛と慈悲に満ちたおとなが手助けしてくれる、そのような位置
にほかならない。

しかし、『世界子供白書2005』が明らかにしているように、現実の世界
に生きる20億人の子どもたちの半数近くにとって、子ども時代は私たち
全員が望んでいる理想とは厳然と、そして残酷なまでに異なったもので
ある。貧困は子どもたちの尊厳を否定し、その生命を脅かし、その可能
性を制限している。紛争と暴力は子どもたちから安心できる家族生活を
奪い、その信頼と希望を裏切っている。HIV／エイズは子どもたちの親、
教師、医師・看護師の命を奪い、子どもたち自身の命をも奪っている。

これほど多くの子どもたちの子ども時代が危機に晒されている今、人類共通の未来も
また危機に晒されている。すべての子どもの権利実現に近づいたとき、各国は初めて発
展と平和を目指した目標に近づくことができる。ミレニアム宣言の5年間の実施状況を検
証するために2005年に参集する各国が、このことを念頭に置き、希望を現実に変えるこ
とができる遠大な決定を下すように希望するものである。

コフィ・Ａ・アナン
国連事務総長
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